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研究成果の概要（和文）：本研究は、ソ連の映画監督イヴァン・プイリエフを扱い、とくに1940年代末から50年代初め
にかけての彼の創作活動に注目した。農村を舞台とするミュージカル・コメディの傑作『クバン・コサック』を分析し
、学会報告を行った。また『クバン・コサック』の成功後にプイリエフが取り組んだ歴史映画『イヴァン雷帝（未完）
』の製作プロジェクトに着目し、とくにシナリオ原稿を基に分析を行い、学術論文を執筆した。

研究成果の概要（英文）： My presentation at the annual meeting of the Japan Association for the Study of R
ussian Language and Literature, "The Representations of the Post-War Kolkhoz in Ivan Pyr'ev's Kuban Cossac
ks," focused on the representations of fieldwork in Pyr'ev's 1949 film. While his former films express Sov
iet ideology by depicting struggles in everyday work, Kuban Cossacks is characterized by amusing elements 
at the fair, with fieldwork undertaken in a symbolized manner, thus suggesting the realization of a utopia
n society.
 My paper "The Figure of Ivan the Terrible in an Unrealized Project of I. Pyr'ev" analyzes archival materi
als kept in the RGALI on Pyr'ev's little-known scenario of the Tzar. This paper shows Pyr'ev's aim in his 
plan to depict a new hero who was more suited, in contrast to S. Eisenstein's hero, to the norms of Soviet
 culture.  
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１．研究開始当初の背景 
（１）研究の学術的背景 

 近年のソ連文化研究においては、大衆文化

に対する関心が盛り上がりを見せている。と

くにスターリン時代の大衆文化は、その後の

ソ連文化の原型として、欧米の研究者によっ

て精力的に分析がなされている。だが、そこ

での研究の視角には、少なからぬ偏りが見ら

れる。すなわち、スターリン時代の大衆文化

は、文化・芸術としての内容が問われるので

はなく、社会統合を進めたという機能面のみ

に即して、分析がなされているのである。他

方、近年のロシアにおける研究状況を見るな

らば、大量の情報を取り扱う点にその長所が

見られるが、逆に研究対象を絞り込めないこ

とから、しばしば議論は総花的なものに陥っ

ている。 

（２）研究者の研究背景 

 これに対して研究者は、社会的な機能に着

目する欧米の研究から学びつつも、スターリ

ン時代およびその前後のソ連文化を、あくま

で作品世界の内的な論理に即して分析する

方法を、追求してきた。その過程で研究者は、

ソ連の芸術作品、とくに大衆文化において、

農村世界の表象が重要な役割を果たしてい

ることに着目した。ソ連の大衆文化において

農村世界とは、現実の農村を描写したもので

あるよりも、あるべき理想の秩序を描き出す

ユートピアとして表象されているのである。

そうした表象は、社会統合の機能を果たすば

かりでなく、個々の芸術家による理想の追求

のあらわれなのでもあった。同時にまた、ソ

連の大衆文化におけるそうした農村の表象

とは、広範な読者・観衆が求める理想の姿と

も、共鳴していたのである。ソ連の大衆文化

史において、そうした農村世界像をもっとも

完成された形で創造し、かつ観衆の支持をか

ちえた芸術家こそが、映画監督イヴァン・プ

イリエフなのである。 

研究者はこれまですでに、ロシアのアーカ

イヴ所蔵の未公刊資料をも用いながら、スタ

ーリン時代を中心にして、プイリエフの創作

活動を分析してきた。その過程で、プイリエ

フによるロシアの「ナショナルな」描写の模

索、また、古いものと新しいものの対立を超

えたジンテーゼとしてのソヴィエト農村像

の追求といった、重要な論点を見出してきた。 

 
２．研究の目的 

現役当時に博した人気にもかかわらず、今

日ではプイリエフの個々の作品に関する分

析はとぼしい。それは、プイリエフが大きく

成功を収めたのがスターリン時代だったた

めに、後年の研究者が彼の作品を過度に政治

化した観点（「プイリエフは過酷な現実を美

化するのに貢献した」など）から捉えるよう

になったからである。 

プイリエフがそのキャリアの絶頂を迎え

る 1940 年代後半から 50年代の初めまでの期

間は、大祖国戦争のあとの後期スターリン時

代と区分されるが、この時代は、ほかの時代

と比べてもソ連文化史研究が特に手薄の状

態にあり、不明な点も多い。さらに、スター

リン時代の末期の文化は、その後に続く「雪

解け」時代の反動的な流れの中で位置づけら

れ、中立の観点からの再評価を受けることが

難しくなったきらいがある。当時の娯楽映画

の巨匠であったプイリエフの作品を分析す

ることで、同時代の文化的規範のあり方を明

らかにできれば、ソ連文化史研究全般に寄与

することも可能であろう。 

（１）『イヴァン雷帝』を主人公とする映画

の全容解明 

 1951 年からプイリエフによって企画が進

められたものの、未完成のままに終わった

『偉大なるルーシのために』は、16 世紀のロ

シアの皇帝イヴァン雷帝を主人公にすえて

いる。これは後期スターリン時代の末期に起

こった、映画製作の本数増大を目的としたカ

ラーフィルムによる名作映画のリメイク計

画を背景としている。エイゼンシュテインの

死後、彼の『イワン雷帝』第 2部が公開され



ない状況が続く中、同じ歴史上の人物を主人

公とする映画のカラー版リメイクとして構

想されたものである。それまでプイリエフが

主に製作してきた農村を舞台とするミュー

ジカル・コメディーとの共通点、当時のソ連

における歴史認識の影響、さらに一般民衆の

求める雷帝像や社会像との照応関係などが、

分析の対象となる。 

（２）『クバン・コサック』（1949）の分析 

 この作品は、大祖国戦争後のソヴィエト農

村の荒廃を糊塗した作品として知られてい

る。だが、そこに描かれた農村像は、階級対

立を超えた「無葛藤」の世界の表象なのであ

り、当時のソ連社会の公式世界観のみならず、

民衆の理想の社会秩序とも共鳴していた可

能性がある。この点にとくに着目して、アー

カイヴ資料に基づき本作品の分析を行なう。 

 
３．研究の方法 
（１）『イヴァン雷帝』の再映画化プロジェ
クトについて 

プイリエフの『雷帝』プロジェクトに関す

る公刊資料はほとんどなく、情報はアーカイ

ヴに収蔵されている一次資料に限られる。こ

れまでの研究によって得られた資料を基に、

2010 年 10 月のロシア史研究会大会に報告を

行なった際の議論を参考にすることで論考

をさらに深め、学術論文の形に仕上げた。ま

た、プイリエフはシナリオ制作にあたり、V.

コーストゥイレフが大祖国戦争中に執筆し、

戦後も通俗的な人気を博していた長編小説

『イヴァン雷帝』3 部作を参考にしている。

この原作小説を文学研究の手法を用いて分

析し、シナリオで表現された雷帝像と照合し

た。 

（２）『クバン・コサック』について 

『クバン・コサック』（モスフィルム、1949

年製作）はプイリエフにとって、農村を舞台

に展開するミュージカル・コメディーの諸作

品の中でも頂点であり、最後のものともなっ

た、意義深い作品である。特に以下の点に注

目し、研究を進めた。 

①プイリエフのミュージカル・コメディー

諸作品において形成されてきた、「無葛藤＝

ジンテーゼ」的世界の完成。 

②戦前の作品において追求されてきたソ

ヴィエト農村における「完全な幸せ」のモチ

ーフの完成と帰結。 

③『クバン・コサック』には画面構成上、

構成主義などのアヴァンギャルド芸術の影

響が見てとれ、革新的な芸術が大衆映画に取

り込まれたといえるが、この点についてのプ

イリエフの狙いを解明する。 

 さらに『クバン・コサック』の成功を受け

て、1952 年にはプイリエフの創作についてま

とめた本『人民芸術家イヴァン・プイリエフ』

が出版された。この本の記述を踏まえて、同

時代人の意識がプイリエフ作品のどこに向

けられていたのか、評価のポイントを明らか

にした。 

（３）ソ連映画とプイリエフについて 

2014 年 3月に来日したマクシム・パヴロフ

氏（ロシア国立中央映画博物館 副館長）を

囲む会合に出席し、プイリエフ研究について

の助言を得た。プイリエフによる『イヴァン

雷帝』のリメイクについて、シナリオなどの

文字資料以外にも周辺資料が残されており、

一部が博物館で収蔵されていること、また

『クバン・コサック』についても撮影のため

のスケッチなどの資料が保管されているこ

となどの教示を受けた。 

 
４．研究成果 

（１）平成 23 年度には、論文『イヴァン・

プイリエフの幻の『雷帝』プロジェクト』を

執筆し、学術雑誌「ロシア史研究」第 89 号

において発表した。この論文は、本研究の中

核をなす重要な論旨を含むものである。 

プイリエフについての本格的な研究はロ

シア本国においてもいまだほとんど見られ

ないだけでなく、ほとんど知られていない映

画プロジェクトを論じた本論は非常にユニ

ークである。さらにプイリエフが新たに作り



出そうとした「雷帝」像は、ソヴィエト文化

の規範にのっとりながらも、旧来のソヴィエ

ト文化のイメージを肯定的に覆している点

で新しいものである。 

（２）①平成 24 年度は、研究計画にのっと

り映画『クバン・コサック』の分析に取り組

んだ。分析にあたっては、次のような点に注

目した。第 1にプイリエフが構築した世界像

の独自的展開である。戦後スターリン時代に

製作されたこの映画では、戦前から一連の娯

楽作品群においてプイリエフが展開してき

た作品世界の到達点が、大祖国戦争をはさむ

形で示されている。これまでの研究の成果を

踏まえることで、『クバン・コサック』の完

成度を測ることができる。 

第 2にプイリエフ独特の物語手法の完成で

ある。『クバン・コサック』は理想的社会を

描出したことで、戦後ソ連の人々の目を同時

代の厳しい現実から逸らし欺いたとする後

世の批判を招いた一方、フィクションとして

の物語は神話的な別の次元に昇華している。

同時代の他の映画作家の作品と比較するこ

とでより明白となるが、実はプイリエフの場

合、ソヴィエト社会の事実を物語に取り込み

ながらも、「ソ連的」なものを超えた普遍的

な物語を志向し、成立させることに成功して

いる。 

②平成 25 年度は、これまでの研究を踏ま

えて、プイリエフの代表作である『クバン・

コサック』についての学会発表を行った（日

本ロシア文学会、東京大学、平成 25 年 11 月

2日）。 

 本報告では、スターリンの生前 1952 年に

出版され、『クバン・コサック』についても

論じている『人民芸術家イヴァン・プイリエ

フ』を元に、フルシチョフによる批判以前に、

同時代人が同作品をどのように評価してい

たのかを明らかにしようとした。それにより、

プイリエフの創作史における『クバン・コサ

ック』を位置づけなおすとともに、この作品

の到達点を再確認することができた。 

 また本報告では、プイリエフが戦前の作品

から得られた経験を踏まえた上で、『クバ

ン・コサック』において何を描いているかに

着目した。その際に注目したのは、作中の労

働の表現である。この作品は企画段階から、

収穫の後の市、祝日における人々の楽しみを

描くことを主眼としていたため、作中で描か

れる労働と娯楽の表現のバランスは、娯楽に

大きく傾いている。これは戦前の作品群が、

主に労働のシーンを通じて物語が展開する

のとは、性格を異にしている。 
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